
※本ファイルは「春肥」バージョンです。春肥のみ入力をしてご利用ください。 2023/3/8　東京都肥料価格高騰対策事業協議会

【東京都版】肥料価格高騰対策事業　支援金算出ツール　取扱説明書

① 【算出ツールタブ】支援金の算出に係る基本情報入力してください。（グリーンのセル） ※変更点

B列 「参加農業者の氏名又は法人・組織名」を入力。 ・消費税欄を非表示としました。

C列 他の取組実施者への参加の有無を選択（選択肢：○、×）。 ・住所入力欄を設けました。

D列 住所を入力（他申請との重複確認のために欄を追加しました）。 ・春肥の高騰率を反映しました。

E列 秋肥か春肥かを選択。

F列 「当年の肥料費」の額（円）を入力。

G列 消費税は入力不要となりましたので、非表示といたしました。

※ 選択入力の場合、入力するセルを選択するとプルダウンで選択肢が表示されます。

※ 肥料価格高騰率（I列）は「秋肥/春肥」を選択すると自動で表示されます。

国から春肥の高騰率が提示されましたら、秋肥・春肥共用版を配布いたします。

※ H列～K列、Q列は自動計算されます。

② 【算出ツールタブ】当年における肥料コスト上昇に対して、都道府県及び市町村から支援金（「地方自治体支援金」と呼びます）が

交付された場合は、調整額の控除を行う必要があるため、調整に係る情報を入力してください。（オレンジのセル）

L列 「地方自治体交付金」の有無を選択（選択肢：○、×）。

M列 「地方自治体交付金」の額（円）を入力。

※ 「地方自治体交付金」の利用がない場合、×でも空欄でも同様に計算されます。

※ N列～Q列は自動計算されます。

③ 【算出ツールタブ】「地方自治体交付金」の利用を加味した参加農業者ごとの支援予定額は「Q列」に自動計算されます。（黄色のセル）

※ 確認の際、D3（秋肥/春肥）セルの▽を押し、チェックボックスを「春肥」のみとすると、「春肥」が抽出されて表示されます（秋肥と同様です）。

※ 1行目の青いセルに、「当年の肥料費」「支援予定額」の合計額が秋肥、春肥に分けてそれぞれ算出されます。

④ 【業務方法書様式第1-2号タブ】

「参加農業者の氏名又は法人・組織名」（B列）、他の取組実施者への参加の有無（C列）は手動で入力します。

※ D列～G列（秋肥、春肥それぞれの当年の肥料費及び支援予定額）は【算出ツールタブ】から引用され、自動で入力します。

※ H列（農業者ごとの支援予定額の合計）、107行（集計）は自動で算出します。

⑤ 【業務方法書様式第1-2号タブ】

表示（K1セル）の▽を押し、「○」のみを選択すると、入力された農業者のみの表が完成します。



【集計】 当年の肥料費合計 秋肥 2,825,000 春肥 1,010,000 支援予定額合計 秋肥 377,773 春肥 54,619

参加農業者 他申請有無 住所 秋肥/春肥 当年の肥料費 当年の肥料費 高騰率 前年の肥料費 (単独)支援予定額 調整額 調整額 (併用)支援予定額 支援予定額

氏名又は法人名 （選択） （選択） 金額（入力） （税込価格） （引用） （算出） （算出） （選択） 金額（入力） （計算） （端数処理後） （控除済算出） （確定）

1 立川　太郎 立川市**** 秋肥 5,000 5,000 1.4 3,968 722 ○ 400 90 90 632 632

2 立川　太郎 立川市**** 春肥 10,000 10,000 1.4 7,937 1,444 ○ 100 -519 0 1,444 1,444

3 新宿　次郎 新宿区･････ 秋肥 100,000 100,000 1.4 79,365 14,444 ○ 10,000 3,810 3,809 10,635 10,635

4 町田　花子 町田市････ 秋肥 200,000 200,000 1.4 158,730 28,888 × 28,888

5 稲城　三郎 稲城市････ 秋肥 800,000 800,000 1.4 634,921 115,555 × 115,555

6 羽村　一郎 羽村市･･････ 秋肥 1,500,000 1,500,000 1.4 1,190,476 216,666 × 216,666

7 羽村　一郎 羽村市･･････ 春肥 500,000 500,000 1.4 396,825 72,222 ○ 200,000 169,048 169,047 0 0

8 町田　花子 町田市*** 春肥 500,000 500,000 1.4 396,825 72,222 ○ 50,000 19,048 19,047 53,175 53,175

9 東京　都恵子 立川市++++ 秋肥 220,000 220,000 1.4 174,603 31,777 ○ 40,000 26,381 26,380 5,397 5,397

10 0

11 0

12 0

13 0

14 0

15 0

16 0

17 0

18 0

19 0

20 0

No.
地方自治体支援金

「参加農業者氏名又は法人名」「他の取組実施者への参加の

有無」「住所」「秋肥/春肥の別」「当年の肥料費」を直接

入力してください。

※住所は他申請との重複確認のために用います。

①
当初支援予定額が自動計算

自動計算

調整額が自動計算

②

今回の申請期間・申請肥料の購入に関して、肥料

価格高騰に対する都・区市町村からの補助金を受

けている場合は「○」でその金額を、受けていな

い場合は「×」を入力してください。

調整後の

支援予定額が

自動計算
様式1-2

「当年の肥料

費」に引用

様式1-2

「支援予定額」

に引用

※1円未満は切り捨て

消費税の欄は入力不要の

ため、非表示としました。

記入例は秋肥、春肥が混在しておりますが、春肥の申請には春肥分のみ入力ください。



様式第１－２号（業務方法書） 表示

○

肥料価格高騰対策事業　参加農業者名簿 ○

○

○

当年の肥料費 支援予定額 当年の肥料費 支援予定額 ○

1 立川　太郎 5,000 632 10,000 1,444 2,076 ○

2 新宿　次郎 100,000 10,635 10,635 ○

3 町田　花子 200,000 28,888 500,000 53,175 82,063 ○

4 稲城　三郎 800,000 115,555 115,555 ○

5 羽村　一郎 1,500,000 216,666 500,000 0 216,666 ○

集計 － 2,605,000 372,376 1,010,000 54,619 426,995 ○

（注） ○

１

○

２

○

３
○

４ ○

５ ○

No.

参加農業者 支援予定額（円）

氏名
又は

法人・組織名

※他の取組
実施者にも
参加してい
る場合は〇
をつける

秋用肥料（令和４年６月～令和４年10月購
入分）

春用肥料（令和４年11月～令和５年５月購
入分）

総合計

　「肥料価格高騰対策事業取組計画書」の添付資料として使用する場合は、当年の肥料費は、秋用肥
料については令和４年６月～10月、春用肥料については令和４年11月～令和５年５月に発注したこと
を証明する書類（注文票等）と、参加農業者が肥料費を支払ったことを証明する書類（領収書等）ま
たは支払い義務が生じていることを示す書類（請求書等）を提出すること。
　なお、肥料の種類、数量、購入費が記載されているものに限る。

　支援予定額の算出方法は下記のとおりとする。
支援予定額＝｛（当年の肥料費）－（当年の肥料費）÷（高騰率）÷0.9｝×0.7

　ただし、当年における肥料コスト上昇に対して、都道府県及び市町村から支援金（以下「地方自治
体支援金」という。）が交付されている場合にあっては、この交付額から以下の算定式により算出さ
れる調整額を控除したものを支援予定額とする。
　なお、調整額が負の数の場合は、調整額は０とする。また支援金が交付されている旨、備考欄に記
載する。
（調整額）＝（地方自治体支援金）－｛（当年の肥料費－前年の肥料費）×0.3｝

　「肥料価格高騰対策事業取組実績報告書」の添付資料として使用する場合は、「支援予定額」を
「支援額」とする。

　適宜、行を追加すること。

　表中に十分に記載できない場合には、別紙で提出すること。

算出ツールの「参加農業者氏名又は法人名」と同じ内容を直接

入力してください。右側（D～H列）が自動入力されます。他

の取組実施者への参加の有無は、直接入力ください。

Ｂ列に参加農業者名を入力すると、算出

ツールから引用され、自動計算されます。

参加農業者名の入力が終わりま

したら、このボタンを押し、

「○」のチェックボックスのみ

チェックを入れます。

空欄が折りたたまれ、表（様式

１－２号）が完成します。

①

②


